
平成30年7月11日 
西浦和駅東西地区まちづくり協議会 
さいたま市 浦和西部まちづくり事務所 

第１回 検討会 

まちづくり方針の策定にむけて 

１．西浦和駅周辺の位置づけ及び現況と課題 

２．西浦和駅周辺のまちづくりの経緯 

３．まちづくり方針の策定について 
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１．西浦和駅周辺の位置づけ及び現況と課題 



まちづくりに対する認識 

• 都心や副都心のような大規模な開発を進めるような 

 場所とは異なり、住宅街中心の生活拠点 
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• 駅の周辺を『地域生活拠点』として位置
付け、商業・サービス機能を主とする利
便施設の充実を図る地区 

• その周りを『低中密生活ゾーン』とし、  
戸建住宅と中層集合住宅が調和したゾ
ーンとして形成する地区 

• 都市基盤や産業基盤の整備、生活に
密着した商業などの集積など、利便
性・機能性の向上が求められる地区 

都市計画マスタープラン 総合振興計画 

日常生活を支える活力を維持するとともに、 

安心して住み続けられるように改善する必要がある地区と認識 



西浦和駅周辺の現況整理 
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○都市基盤が未整備 

• 道路が狭い 

• 公園・広場の不足 

• 燃えやすい建物 

○商業活力の低下 

• 従業員、店舗、販売額
の減少 

• 商店街を回るための 

歩行空間の不足 

○人口動向 
• 駅周辺は増加傾向にあ
るものの、地区全体の
人口は減少傾向 

• 田島団地を中心に進む
超高齢化 

産業集積拠点 



4 ［出典：都市計画基礎調査(H23)］ 

◆都市計画道路 
• 大谷場高木線や主要地方道さいたま
東村山線、田島大牧線、西浦和北口
停車場線が一部事業中、未整備。 

都市計画道路整備状況図 

西浦和駅周辺の現況整理    ～都市基盤（道路の状況） ～ 



5 ▲道路幅員 ［出典：都市計画基礎調査(H23)］ 

◆道路幅員 
• 駅の北側に6ｍ未満の道路が入り組む。 

• ４ｍ未満の道路も多く、通り抜けでき
ない箇所も多数存在する。 

• 駅周辺の道路では、歩行空間が未整備、 
または狭い歩道しか整備されていない。 

 歩行空間整備状況 

▲商店街の片側歩道 

西浦和駅周辺の現況整理    ～都市基盤（道路の状況）～ 
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◆避難施設 
• 対象地内には避難施設がなく、地区外の 
田島公民館もしくは田島小学校、田島中学校
まで避難する必要がある。 

• 国道17号新大宮バイパスが指定緊急輸送道路
となっている。 

◆公園 
• 田島4丁目の都市公園が1箇所のみ。 

［出典：都市計画情報］ ▲防災施設・都市公園 

西浦和駅 

西浦和駅周辺の現況整理    ～都市基盤（防災施設・都市公園）～ 

土地区画整理事業区域 
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• 駅の北部地域では木造や防火造などの延焼しやすい建物が多くある。 

• 駅の南部地域は耐火造が多い。 

［出典：都市計画基礎調査（H23）］ ▲建物構造 

西浦和駅周辺の現況整理    ～都市基盤（建物状況）～ 

土地区画整理事業区域 
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２．西浦和駅周辺のまちづくりの経緯 
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田島団地 産業集積拠点 
検討エリア 

≪西浦和第一土地区画整理事業≫ 
・昭和48年 北口駅前広場やアクセス道路と合わせて

都市計画決定（面積：40.1ha） 

・しかし、40年近く経過した現在も事業化に至らず、

長期未着手地区になっている。 

西浦和駅 
○道路・公園などの生活基盤の一部が未整備
で色々な課題を抱えたまま市街化が進行 

○田島団地や産業集積拠点検討エリアなど色
々なまちづくりが進行中 

○荒川河川敷など、魅力的な地域資源がある 

 
 

地域の皆様と一緒に 
まちづくりを検討することが必要 

田島団地が50
年を過ぎ、老朽
化、建て替えの
話が持ち上がる 

桜区田島エリアに
産業集積拠点構想
が持ち上がる。（
埼玉新聞 平成24
年9月頃） 

西浦和駅周辺のまちづくりの動向 



土地区画整理事業の見直し ～さいたま市の取り組み～ 
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 西浦和駅周辺の動き 

長期未着手地区 

◆見直しの進め方（案）フロー 

土地区画整理事業による 
市街地整備が必要な地区 

土地区画整理事業による 
市街地整備まで及ばない地区 

・社会経済情勢 
・地区特性 
・上位計画 

都市基盤整備の 
評価基準 

Aタイプ Bタイプ Cタイプ 

（充たしている地区） （充たしていない地区） 

事業化に向けた 
啓発 

土地区画整理事業 
による整備 

・地区マスタープランの策定 
・地区計画の導入 

廃止に向けた 
意向調査 等 

個別事業による整備 ・地区計画の導入 等 

土地区画整理事業の都市計画の廃止 

方針 地区名 

Aタイプ 大門下野田（済） 

Bタイプ 東浦和、大門、南部、内野本
郷（済）、西浦和第一 

Cタイプ 辻（済）、南浦和第三（済） 

《 

取
り
組
み
方
針 

》 

《さいたま市の長期未着手地区》 

《他地区における取り組み例》 

○内野本郷地区 

・新たなまちづくりの施策方針の検討 
   ⇒地区マスタープランの策定 
・まちづくりルールの検討 
   ⇒地区計画の策定 
・公園づくりの基本構想案作成     等 
 
 
 
・地区計画の都市計画決定、および 
 土地区画整理事業の都市計画変更（廃止）を実施 

（平成26年3月31日） 

区画整理で整備する 

予定だっだ都市基盤を 

どのように確保するのか 
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西浦和駅周辺のまちづくりの経緯 

西
浦
和
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り 

ビ
ジ
ョ
ン
（
市
民
案
）
作
成 

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
の 

検
討
と
合
意
形
成 

都
市
計
画
の
見
直
し 

土
地
区
画
整
理
事
業
の
廃
止 

ま
ち
づ
く
り
の
具
体
化 

西
浦
和
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り 

方
針
策
定 

西
浦
和
駅
周
辺
ま
ち
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く
り 
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（
協
議
会
案
）
作
成 

平成30年度 平成31年度～ 平成29年度 平成28年度 
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３．まちづくり方針の策定について 
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ビジョン(市民案)とまちづくり方針の位置づけ 

■西浦和駅周辺まちづくりビジョン（市民案） 

■西浦和駅周辺まちづくり方針 

・市民、行政、事業者など地域の関係者が、西浦和駅周辺の将来のまちづくりの

目標や姿や実現したいまちづくりの方向性を共有し、連携しながら持続的に 

統一の取れたまちづくりを目指すために協議会が主体となって作成したもの 

• 住民と行政で検討する土地区画整理事業によらない新たなまちづくり施策方

針となるもの 

• まちづくり方針をもとに、地区計画の導入、土地区画整理事業の都市計画の

見直し（廃止）に取り組むもの 
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まちづくり方針の構成案 

1.まちづくり方針作成の背景 
 
2.まちづくりの課題 
 

3.まちづくりの方針 
 

 
 
 
4.実現に向けた取組 
 
 
5.分野別方針の実現方策 
 
 
6.都市計画の見直しの大まかな流れ 

○不足している都市基盤などをこの先どうするのか 
 ・将来像 
 ・基本方針 
 ・分野別の方針（土地利用、道路、公園・緑地 等） 

○どのようなまちづくりをするのか（地区計画 等） 

○道路や公園・緑地など分野別にどのように整備するのか 
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まちづくり方針の取りまとめイメージ ～大門地区の例～ 
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まちづくり方針の取りまとめイメージ ～大門地区の例～ 
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実現に向けた取組について  

○どのようにまちづくりをするのか、地区計画を活用するなど、まちづくりの実現に向け
た取り組みについて整理 



まちづくりの方針の例 ～分野別方針～ 

○まちづくりの方針について、『土地利用の方針』『道路の方針』『公園・緑地の方針』の3
つの分野に分けて整理 
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○土地利用の方針 

○道路の方針 

○公園・緑地の方針 
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課題に対する方針例 ～①土地利用の方針～ 

○商業活力等の不足 

• 交通の利便性が高く、地域の住民や地域
資源にアクセスするための玄関口 

• 商業機能等の地域住民の生活を支える機
能や来街者をもてなすための機能が不足 

 

課  題 

○無秩序な開発の可能性 

• 築年数が古く、近い将来に建て替えられ
る可能性がある建物が多く存在 

• 土地区画整理事業の都市計画を廃止する
と、建て替えとともに、中高層住宅の乱
立や住宅街に望ましくない用途の建物が
建てられる可能性 

課題に対する方針（例） 

○まちづくりのルールによる、
駅近くの特性を活かしたまち
なみを維持 

○地域の特性を活かし、商業、
交流、観光機能等、多様な機
能の充実を図るとともに、都
市型住宅等と調和のとれた土
地利用を目指す 



20 

課題に対する方針例 ～②道路の方針～ 

課  題 

○消防活動困難区域の存在 

• 緊急車両が通行できる幅員６ｍ以上の道
路が不足 

課題に対する方針（例） 

○主要区画道路は、緊急車両
が通行できるよう幅員６ｍ
を確保するとともに、地震
災害時における消防活動困
難区域の解消に向けた道路
の配置や整備に向けた取り
組みについて検討 

○主要区画道路に必要な条件 
・幅員６ｍ以上の道路 
 ⇒車両が円滑にすれ違いできる 
・概ね250m間隔で格子状に整備 
 ⇒消防ホースが容易に届く範囲 

《消防活動困難区域図》 

○狭あい道路の存在 

• 幅員４ｍ未満の道路が多く存在し、建物
の建て替えが困難 

○生活に身近な区画道路は、建
築物を建てる際に必要な幅員
４ｍを確保 



○街区公園等の不足 

• 地域活動の場・交流の場を形成するとと
もに、災害時における地区の安全性を向
上を図る公園が不足 

田島西公園 
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課題に対する方針例 ～③公園・緑地の方針～ 

課  題 課題に対する方針（例） 

○公園不足エリアの解消と防災
性のために避難場所として利
用できる公園を整備 

○街区公園に必要な条件 
・誘致距離が概ね２５０ｍを目安 
 ⇒歩いていける範囲に配置 

《街区公園等の整備状況図》 



 
○ 荒川沿いの地域資源等との連携を見据え、地域資源

へのアクセス性の向上や沿道のまちなみの創出等、
愛着の持てるまちを目指します。 

○ 田島団地建て替えと連携し、地区の一体的なまちづ
くりに向けた検討に取り組みます。 

 
○ 狭あい道路の改善を通じて、住民等の駅アクセスにおけ

る安全確保や高齢者にも歩きやすいみちづくりに取り組
みます。 

○ まちづくりルールの導入により、駅近くの特性を活かし
た戸建てと集合住宅の調和がとれた住環境を守ります。 

 

○ 商店街周辺の道路の改善を通じて、誰もが安全・安
心して買い物できる空間づくりに取り組みます。 

○ 子どもから高齢者まで誰もが利用しやすい空間づく
りに取り組みます。 

 
○ 地域住民や駅利用者の通勤通学等の日常生活の玄関

口として利便性を高めつつ、都市観光の玄関口とし
て周辺の地域資源へのアクセス性の向上を図り、玄
関口としての顔づくりに取り組みます。 

○ 幹線道路の横断性の向上を図り、地区の一体的なま
ちづくりに取り組みます。 

まちづくりの方針（案） 
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将来像 

基本方針 

～夢あふれる街「西浦和」～ 
住民と行政の協働のもと、自然・文化・産業を活かしてあらゆる世代が活躍し、 
安心・安全で住みやすいまち 

駅へのアクセスの視点 賑わい・活性化の視点 

安全性・快適性の視点 地域資源・周辺地域との連携の視点 

 

○ 道路 

 

○ まちづくりのルール 

 

○ 狭あい道路の改善、バリアフリー 

○ まちづくりのルール 

○ 防災 

 
○ 地域住民や駅利用者、地域への来訪者の玄関口とし

てのポテンシャルを活かし、桜区の顔となる個性的
でたおやかな景観のあるまちを目指します。 

○ 荒川へのアクセス拠点として荒川沿いの自然の恵み
を活かすまちを目指します。 

個性の視点 安全性の視点 

快適性の視点 利便性の視点 

 

 

○ 地区計画の検討をはじめ、都市基盤の整備にあたっては、
住民が主体的にまちづくりに参加し、これを行政が支援す
るなど「住民と行政の協働」によりまちづくりを進めます
。 

 

 

○ まちづくりの目標や土地利用の方針、都市基盤の配置や
規模、建築のルール等を定めた「地区計画」を導入し、
住民にとって無理のないよう建替え時などの建築物の誘
導により、順次まちを形成していくこととします。 

○ また、地区計画の導入に合わせ、土地区画整理事業の都
市計画を廃止します。 

 

 

○ 地区に必要な都市基盤は、土地区画整理事業で大規模かつ

総合的に整備するのではなく、現状のまちの構成を有効に

活かしながら個別事業で整備する方向へと転換します。 

整備の方針 都市計画の方針 

取り組みの方針 

土地区画整理事業から個別事業に転換 地区計画の導入／土地区画整理事業の都市計画の廃止 

住民と行政の協働 



まちづくりの方針（案） 
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 土地利用の方針 道路の方針 公園・緑地の方針 

分野別の方針 

都市計画の見直しを見据え、

土地の有効利用と住環境が調

和するよう、地域に応じて建

築物の「高さ」や「用途」な

どのルールを検討し、駅近く

の特性を活かしたまちなみを

維持します。 

西浦和駅南口周辺は地域への

来訪者をもてなすことのでき

る玄関口として、また周辺地

域とを結ぶネットワークの拠

点としての特性を活かし、商

業、交流、観光機能等、多様

な機能の充実を図るとともに

、都市型住宅等と調和のとれ

た土地利用を目指します。 

 

生活に身近な区画道路は、建

築物を建てる際に必要な幅員

４ｍを確保します。 

自動車の円滑な走行や事故防

止のため、交差点には隅切り

を確保するとともに、安全性

を高めるソフト施策の導入を

検討します。 

主要区画道路は、緊急車両が

通行できるよう幅員６ｍを確

保するとともに、地震災害時

における消防活動困難区域の

解消に向けた道路の配置や整

備に向けた取り組みについて

検討します。 

公園不足エリアの解消と防災

性のために避難場所として利

用できる公園を整備します。

また整備する公園は、子ども

から高齢者まで誰もが利用し

やすい公園を目指します。 

安全・安心なバリアフリーに

配慮した歩行空間など、地区

内外の公園や地域資源が利用

しやすい環境づくりに取り組

みます。 

荒川アクセス拠点としての立

地を活かしたまちづくりを検

討します。 

 


